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　デフォルトモードネットワーク（DMN）とは、白昼夢や回
想、将来計画など内的思考に関連した脳内ネットワークの
一つ。通常、脳の多くの領域は一つの機能だけを担ってい
るわけではなく、複数の機能に関連している。複雑な認知
機能は、複数の働きの違う脳の領域がネットワークのよう
に連携して行われる。DMNはそのようなネットワークの一
つで、記憶や将来への展望・期待、視覚のイメージなどを処
理する領域によって構成される。物を探したり計算したり
するなど注意が必要な作業をしているときは働きが抑制さ
れ、ぼんやりしているときや白昼夢をみているときなど安
静時に活性化される特徴を持つ。他者の心を想像するとき
や自己の心への内省にも関わっており、自他の思考をモニ
ターするメタ認知と関連するとも言われている。一方で、
その活性化とうつ病や不安症との関連が指摘されており、
マインドフルネスなど過度の外部からの刺激を減らす試み
もされている。

デフォルトモードネットワーク

凡例   ■日時・会場　 ■ 内容・講師　　

■定員・受講料　 ■主催・問合せ・申込

内容 ▽糖尿病と治療薬▽高血圧症と治療薬▽脂質異
常症と治療薬
講師 薬剤師・佐伯有美氏
会費 8,000円
主催 DietitianJob（☎045-451-3191、FAX045-451-3291、
　e-メールstaff_skill＠dieti.biz、URL https://www.di
eti.biz/seminar/application/）

◆これからの在宅介護DXとは《オンライン》
日時 10月25日（水）15：00～16：30
会場 ウェビナー形式（YouTube配信）
内容 介護保険制度改正動向等から読み解くICT活用・
AI利活用で、私たちの仕事はこう変わる！
講師 Hirai.Careand合同会社CEO・平井丈雄氏
会費 無料
主催 日本ケアサプライ営業企画部（e-メールgcf@car
esupply.co.jp、URL https://www.caresupply.co.jp/ser
vice/seminar/）

◆教員・教育担当者養成課程介護コース課程説明会
《オンライン》

◆シーティングセミナー「どうすれば介護保険制度
でシーティングを普及させることができるか」《東
京・オンライン》
日時 10月14日（土）13：00～16：30
会場 カクタビル２階会議室（東京都中央区）、Zoom
配信（後日、録画配信もあり）
内容 有識者や専門職による講演、ディスカッション
で、シーティングのこれからを考える。登壇者は国
際医療福祉大学大学院教授・東畠弘子氏、元厚生労
働省福祉用具・住宅改修指導官・山下陽子氏、居宅介
護支援事業所ケアマネウイズだいこんの花・小島操
氏、関川愛広苑作業療法士・二村淳子氏、日建リー
ス工業介護事業本部・阿部和哉氏。
定員 会場20人、オンライン80人。
会費 無料
主催 日本車椅子シーティング財団（☎03-6403-3075、
URL https://wheelchair-seating.org/）

◆栄養指導に必要なくすりの話《オンライン》
日時 10月15日（日）10：00～15：00
会場 Zoomを利用したライブ配信

日時 ①11月9日（木）11：00～11：30、②11月14日（火）
18：30～19：00
会場 対面もしくはオンライン（Zoomミーティング）
内容 課程の概要説明、在校生・卒業生からのメッセー
ジ、質疑応答、（希望者対象）小論文の“コツ”
会費 無料
主催 神奈川県立保健福祉大学実践教育センター（☎
045-366-5873、e-メールkaigo-02.j@kuhs.ac.jp、
URL https://www.kuhs.ac.jp/jissen/admission/guidan
ce/）
・オンデマンド配信を11月1日（水）～12月13日（水）
実施。
・個別対面・オンラインを11月1日（水）～12月13日
（水）実施。

◆高齢者福祉・障害者福祉の今を学ぶ（障害者支援）
　　《オンライン》
日時 11月13日（月）～12月3日（日）
会場 YouTubeによるオンデマンド配信
内容 障害者支援に関する研修動画（厚労省社会・援護
局障害保健福祉部障害福祉課課長補佐・服部剛氏の

「障害者福祉行政の動向」＋1科目）を配信
会費 無料
主催 社会福祉振興・試験センター 福祉振興部国内研
修 担 当（ ☎03-3486-6511、URL https://www.sssc.or.
jp/kensyu/kokunai/ko_03.html）

◆認知症予防の担い手となる「MCI専門士」資格講座
《オンライン》
日時 11月18日（土）10：00～17：30
会場 Zoomによるオンライン
内容 同協会認定の「MCI専門士」資格取得講座（一日
で取得できる。）。MCI（軽度認知障害）をはじめ、認
知症・認知症予防・ビジネスへの活かし方など、誰で
も基礎から分かりやすく学べる専門資格。①MCIの
啓蒙②MCI早期発見の推進③認知症予防活動の推進
④認知症予防ビジネスの推進、展開
会費 2万2,000円
主催 日本認知症予防協会（☎06-6195-8646、FAX06-
4805-8687、e-メールinfo@mci-j.com URL https://
www.mci-j.com/）

24年度改定、 大規
模単価どうなるの？

介護データ介護給付・予防給付
2023 年６月審査分

対前年同月増減率

費用額（百万円） 受給者数（千人） 1 人当り費用額（千円） 請求事業所数
介護給付 予防給付 計 介護給付 予防給付 計 介護給付 予防給付 計 介護給付 予防給付 計

増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率
総  数 946,475 3.2% 24,424 4.1% 970,899 3.2% 4,680.1 1.1% 880.6 2.8% 5,560.7 1.4% 202.2 2.0% 27.7 1.3% 174.6 1.8% 239,153 1.4%
居宅サービス 426,152 4.9% 19,458 4.5% 445,610 4.9% 3,427.2 1.8% 865.3 2.8% 4,292.5 2.0% 124.3 3.0% 22.5 1.7% 103.8 2.8%

訪問通所 316,546 5.2% 15,519 5.8% 332,065 5.3% 2,877.5 1.5% 805.7 2.9% 3,683.2 1.8% 110.0 3.6% 19.3 2.8% 90.2 3.4%
訪問介護 96,611 5.9% 96,611 5.9% 1,092.2 1.4% 1,092.2 1.4% 88.5 4.5% 88.5 4.5% 35,030 1.4%
訪問入浴介護 4,989 2.9% 16 ▲ 5.9% 5,005 2.9% 69.7 ▲ 1.0% 0.4 0.0% 70.1 ▲ 1.0% 71.6 4.0% 40.0 ▲ 5.9% 71.4 3.9% 1,636 ▲ 0.9% 279 ▲ 4.5%
訪問看護 31,459 9.1% 3,382 10.6% 34,841 9.2% 636.7 6.1% 107.6 6.4% 744.3 6.1% 49.4 2.8% 31.4 3.9% 46.8 2.9% 15,032 6.7% 11,751 5.4%
訪問リハビリテーション 4,761 8.3% 862 10.2% 5,623 8.6% 118.6 4.0% 26.6 6.0% 145.2 4.4% 40.1 4.1% 32.4 4.0% 38.7 4.0% 5,420 2.7% 3,911 4.0%
通所介護 113,813 4.5% 113,813 4.5% 1,181.2 2.0% 1,181.2 2.0% 96.4 2.5% 96.4 2.5% 24,558 0.2%
通所リハビリテーション 33,528 3.6% 6,804 3.0% 40,332 3.5% 419.8 0.2% 178.6 1.4% 598.4 0.5% 79.9 3.5% 38.1 1.6% 67.4 3.0% 8,013 ▲ 0.5% 7,760 ▲ 0.7%
福祉用具貸与 31,385 3.6% 4,455 5.7% 35,840 3.8% 2,055.7 2.3% 637.6 3.4% 2,693.3 2.5% 15.3 1.3% 7.0 2.3% 13.3 1.3% 7,204 ▲ 0.4% 6,623 ▲ 0.5%

短期入所 40,197 0.6% 373 4.8% 40,570 0.6% 338.6 2.4% 9.1 7.1% 347.7 2.5% 118.7 ▲ 1.8% 41.0 ▲ 2.1% 116.7 ▲ 1.9%
短期入所生活介護 35,825 0.2% 334 4.0% 36,159 0.2% 298.9 2.1% 8.3 6.4% 307.2 2.2% 119.9 ▲ 1.9% 40.2 ▲ 2.2% 117.7 ▲ 2.0% 10,730 0.3% 4,149 2.5%
短期入所療養介護 4,371 4.3% 38 11.8% 4,409 4.4% 42.2 5.5% 0.8 14.3% 43.0 5.7% 103.6 ▲ 1.1% 47.5 ▲ 2.2% 102.5 ▲ 1.2% 3,591 2.0% 591 8.6%

居宅療養管理指導 14,196 10.3% 831 6.0% 15,027 10.0% 1,039.2 7.0% 72.3 5.2% 1,111.5 6.9% 13.7 3.1% 11.5 0.7% 13.5 3.0% 48,469 4.0% 21,631 6.0%
特定施設入居者生活介護 55,213 5.1% 2,735 ▲ 2.9% 57,948 4.7% 239.8 3.4% 31.3 ▲ 3.7% 271.1 2.5% 230.2 1.7% 87.4 0.8% 213.8 ▲ 5.6% 5,839 2.3% 4,511 0.5%

居宅介護支援・介護予防支援 44,506 1.8% 3,767 3.5% 48,273 1.9% 2,928.2 1.3% 800.2 3.1% 3,728.4 1.7% 15.2 0.4% 4.7 0.3% 12.9 0.2% 37,023 ▲ 1.8% 5,265 0.5%
地域密着型サービス 166,973 2.8% 1,199 ▲ 0.1% 168,172 2.8% 923.0 1.3% 13.3 ▲ 0.7% 936.3 1.3% 180.9 1.5% 90.2 0.7% 179.6 1.5%

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 7,337 14.4% 7,337 14.4% 39.5 11.0% 39.5 11.0% 185.7 3.1% 185.7 3.1% 1,257 7.3%
夜間対応型訪問介護 324 2.9% 324 2.9% 7.4 ▲ 1.3% 7.4 ▲ 1.3% 43.8 4.2% 43.8 4.2% 175 ▲ 0.6%
地域密着型通所介護 36,097 3.0% 36,097 3.0% 426.1 1.9% 426.1 1.9% 84.7 1.0% 84.7 1.0% 18,695 ▲ 1.3%
認知症対応型通所介護 6,628 0.5% 41 0.0% 6,669 0.5% 48.9 ▲ 2.4% 0.8 0.0% 49.7 ▲ 2.4% 135.5 3.0% 51.3 0.0% 134.2 2.9% 2,940 ▲ 4.5% 440 ▲ 4.3%
小規模多機能型居宅介護 23,486 0.2% 875 1.6% 24,361 0.3% 103.0 ▲ 1.5% 11.4 ▲ 0.9% 114.4 ▲ 1.5% 228.0 1.8% 76.8 2.5% 212.9 1.8% 5,508 ▲ 1.1% 3,811 ▲ 0.4%
認知症対応型共同生活介護 64,292 2.5% 282 ▲ 5.4% 64,574 2.5% 215.4 0.6% 1.1 ▲ 8.3% 216.5 0.5% 298.5 1.9% 256.4 3.2% 298.3 2.0% 14,215 0.9% 948 ▲ 4.0%
地域密着型特定施設入居者生活介護 1,919 3.8% 1,919 3.8% 8.4 2.4% 8.4 2.4% 228.5 1.3% 228.5 1.3% 366 2.8%
地域密着型介護老人福祉施設サービス 20940 1.8% 20,940 1.8% 64.2 0.5% 64.2 0.5% 326.2 1.4% 326.2 1.4% 2,509 0.7%
看護小規模多機能型居宅介護 5,950 9.7% 5,950 9.7% 20.3 6.8% 20.3 6.8% 293.1 2.7% 293.1 2.7% 974 8.6%

施設サービス 308,844 1.2% 308,844 1.2% 968.9 ▲ 0.2% 968.9 ▲ 0.2% 318.8 1.4% 318.8 1.4%
介護福祉施設サービス 174,879 2.2% 174,879 2.2% 575.3 0.7% 575.3 0.7% 304.0 1.5% 304.0 1.5% 8,440 0.8%
介護保健施設サービス 113,663 ▲ 0.0% 113,663 ▲ 0.0% 346.5 ▲ 1.5% 346.5 ▲ 1.5% 328.0 1.5% 328.0 1.5% 4,203 ▲ 0.6%
介護療養施設サービス 1,976 ▲36.8% 1,976 ▲36.8% 5.5 ▲ 37.5% 5.5 ▲37.5% 359.3 1.2% 359.3 1.2% 208 ▲32.9%
介護医療院サービス 18,327 6.6% 18,327 6.6% 44.6 5.9% 44.6 5.9% 410.9 0.6% 410.9 0.6% 780 9.2%

　通所介護と地域密着（小規模）デイ
の受給者数は、各々 118万人（対前
年2.0％増）、地域密着デイ42.6万
人（同1.9％増）とコロナ禍を脱して
きたが、事業所数は地域密着デイ
1.86万事業所（同▲1.3％）、認知症
デイ0.29万事業所（▲4.5％）と介護
人材不足を反映する。24年度改正
のテーマとなる規模別単価設定の見
直しでは、規模別の事業所数は、小
規模（地域密着）44.1％（請求件数
26.7％）、通常規模50.7％(61.6％)、
大規模Ⅰ2.9％（5.5％）、大規模Ⅱ
2.4％（6.2％）と、小規模と通常規
模事業所が95％を占める。デイの
利用者1人1月あたりの費用額は、
07年75.2千円から16年92.1千円
まで伸びたが、17年以降はコロナ
や介護人材不足などの要因に伸び悩
み、22年92.8千円に戻った状況（各
年4月審査分）。

通所介護118万人 小規模デイ42.6万人
認知症デイ4.9万人
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側臥位時は顔に小さなクッションを使い
沈み込みによる窒息を防ぐ（右が福島氏）
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る
こ
と
に
な
り
社
会
保
険
料
負
担

が
発
生
す
る
た
め
、
手
取
り
収
入

額
が
減
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
配
偶
者
の
被
扶
養
者
で
保
険

料
負
担
が
な
い
「
第
３
号
被
保
険

者
」
の
う
ち
約
４
割
が
就
労
し
て

い
て
、
そ
の
中
に
は
、「
年
収
の

壁
」
を
理
由
と
し
て
働
く
時
間
を

抑
え
就
業
調
整
し
て
い
る
人
が
一

定
程
度
存
在
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
が
人
手
不
足
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
も
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
年
収
の
壁
】

（
１
）「
１
０
６
万
円
（
被
用
者
保

険
加
入
）
の
壁
」

　

従
業
員
が
１
０
１
人
以
上
（
※

１
）
の
企
業
に
勤
務
す
る
場
合
、

年
収
１
０
６
万
円
を
超
え
る
と
、

厚
生
年
金
・
健
康
保
険
に
加
入（
※

２
）
す
る
こ
と
に
な
り
保
険
料
負

担
が
生
じ
る
。（
結
果
、
配
偶
者

の
厚
生
年
金
・
健
康
保
険
の
被
扶

養
者
か
ら
は
ず
れ
る
）

　

こ
れ
は
、
２
０
２
２
年
10
月
の

法
改
正
で
社
会
保
険
の
適
用
が
拡

大
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
。

（
２
）「
１
３
０
万
円
（
被
扶
養
者

認
定
基
準
）
の
壁
」

　

前
述
（
１
）
以
外
の
勤
務
の
場

合
、
年
収
１
３
０
万
円
を
超
え
る

と
、
配
偶
者
の
厚
生
年
金
・
健
康

保
険
の
被
扶
養
者
か
ら
は
ず
れ
、

国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
保
険
料
負
担

が
生
じ
る
。

（
３
）「
配
偶
者
手
当
の
壁
」

　

年
収
が
一
定
額
を
超
え
る
と
、

配
偶
者
の
会
社
か
ら
配
偶
者
手
当

が
支
給
さ
れ
な
く
な
る
。

（
※
１
）
24
年
10
月
か
ら
は
従
業

員
51
人
以
上
の
企
業
に
拡
大

（
※
２
）
月
額
賃
金
８
万
８
０
０

０
円
以
上
、
週
の
所
定
労
働
時
間

20
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
が
要
件

【
年
収
の
壁
へ
の
対
応
】

（
１
）「
１
０
６
万
円
の
壁
」
へ
の

対
応

　

①
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金

に
「
社
会
保
険
適
用
時
処
遇
改
善

コ
ー
ス
」
を
新
設

　

厚
生
年
金
・
健
康
保
険
の
適
用

で
短
時
間
労
働
者
の
手
取
り
収
入

を
減
ら
さ
な
い
よ
う
に
、
基
本
給

の
増
額
、
所
定
労
働
時
間
の
延
長

や
社
会
保
険
適
用
促
進
手
当
の
支

給
な
ど
の
取
組
を
実
施
す
る
事
業

主
に
対
し
て
、
労
働
者
一
人
当
た

り
最
大
50
万
円
の
支
援
を
す
る

（
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
時
限
措

置
）。

　

②
社
会
保
険
適
用
促
進
手
当
の

標
準
報
酬
算
定
除
外

　

短
時
間
労
働
者
が
新
た
に
被
保

険
者
と
な
っ
た
場
合
に
、
そ
の
保

険
料
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
「
社
会
保
険
適
用

促
進
手
当
」
を
支
給
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
「
社
会
保
険
適
用
促

進
手
当
」
は
、
給
与
・

賞
与
と
は
別
に
支
給

す
る
も
の
と
し
、
新
た

に
発
生
し
た
本
人
負
担

分
の
保
険
料
相
当
額
を

上
限
と
し
て
社
会
保
険

料
の
算
定
対
象
と
し
な

い
。

（
２
）「
１
３
０
万
円
社

の
壁
」）
へ
の
対
応
：

事
業
主
の
証
明
に
よ
る

被
扶
養
者
認
定
の
円
滑

化
　

繁
忙
期
に
労
働
時
間

が
増
え
て
収
入
が
一
時

的
に
上
が
っ
た
と
し
て

も
、
事
業
主
が
そ
の
旨

を
証
明
す
る
こ
と
で
、
引
き
続
き

被
扶
養
者
認
定
が
可
能
と
な
る

（
連
続
２
年
が
限
度
）

（
３
）「
配
偶
者
手
当
の
壁
」
へ
の

対
応
：
企
業
の
配
偶
者
手
当
の
見

直
し
促
進

　

今
年
は
30
年
ぶ
り
の
高
い
水
準

で
の
賃
上
げ
、
ま
た
、
地
域
別
最

低
賃
金
額
の
全
国
加
重
平
均
は
１

０
０
４
円
と
な
り
、
政
府
目
標
の

１
０
０
０
円
を
達
成
し
ま
し
た
。

最
低
賃
金
額
が
上
が
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
就
業
調
整
す
る
人
の
増
加

が
考
え
ら
れ
ま
す
し
、
２
０
４
０

年
に
か
け
て
生
産
年
齢
人
口
の
急

減
に
よ
る
社
会
全
体
の
労
働
力
確

保
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る

中
、
人
手
不
足
へ
の
対
応
が
急
務

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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「
年
収
の
壁・支
援
強
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」年収が 100万円を超えると 住民税が発生

年収が 103万円を超えると 所得税が発生

年収が 106万円を超えると

従業員 101 人以上の会社に勤務で、月額賃金
88,000 円以上、週の所定労働時間が 20 時間以
上である場合、
厚生年金・健康保険に加入することになり、保険
料負担が発生（第２号被保険者になる）

年収が 130万円を超えると
配偶者の社会保険の被扶養者からはずれ、国民年
金と国民健康保険に加入することになり、保険料
負担が発生
（第１号被保険者になる）

22
年
度
の
概
算
医
療
費
46

兆
円　
１・76
兆
円
増

1日
　

昨
年
度
の
概
算
医
療
費
は
、
前
年

比
１
兆
７
６
０
０
億
円
（
４
・
０
％
）

増
の
46
兆
円
だ
っ
た
。
医
療
費
の
内

訳
は
、
会
社
員
と
家
族
が
加
入
す
る

被
用
者
保
険
が
15
兆
円
（
本
人
８
・

４
兆
円
、
家
族
５
・
６
兆
円
）、
自

営
業
者
な
ど
が
加
入
す
る
国
民
健
康

保
険
が
10
・
７
兆
円
、
後
期
高
齢
者

医
療
が
18
兆
円
、
公
費
２
・
２
兆
円
。

国
民
１
人
当
た
り
36
・
８
万
円
で
、

前
年
比
１
・
６
万
円
（
４
・
５
％
）
増
。

内
訳
は
、
被
用
者
保
険
19
・
４
万
円
、

国
保
が
38
・
９
万
円
、
後
期
高
齢
者

医
療
が
95
・
６
万
円
。

運
転
免
許
証
返
納
44
万
人

10
年
前
の
３
倍
に

2日
　

昨
年
自
動
車
の
運
転
免
許
証
を
返

納
し
た
人
は
44
万
８
４
７
６
人
だ
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
こ
こ

数
年
は
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で

も
10
年
前
に
比
べ
る
と
３
倍
以
上
に

増
加
。
返
納
し
た
人
の
95
・
６
％
は
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
。
70
歳
以
上
の

運
転
免
許
更
新
に
は
高
齢
者
講
習
が

義
務
付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
、
75
歳
以

上
に
は
、
新
認
知
機
能
検
査
も
必
要

と
な
る
。虐

待
が
認
め
ら
れ
た
事
業

所
数・障
が
い
者
は
増
加

8日
　

厚
労
省
は
、
22
年
度
使
用
者
に
よ

る
障
が
い
者
虐
待
の
状
況
を
公
表
。

通
報
・
届
出
の
あ
っ
た
事
業
所
数
は

前
年
と
同
数
の
１
２
３
０
事
業
所
。

対
象
の
障
が
い
者
数
は
同
２
人（
０
・

１
％
）
増
の
１
４
３
３
人
。
虐
待
が

認
め
ら
れ
た
の
は
同
38
事
業
所（
９
・

７
％
）
増
の
４
３
０
事
業
所
。
虐
待

が
認
め
ら
れ
た
障
が
い
者
数
は
同
１

５
４
人
（
30
・
７
％
）
増
の
６
５
６

人
。
受
け
た
虐
待
の
種
別
で
は
、
経

済
的
虐
待
が
６
０
０
人
（
87
・
３
％
）

と
最
も
多
く
、
心
理
的
虐
待
が
47
人

（
６
・
８
％
）、
身
体
的
虐
待
が
24
人

（
３
・
５
％
）、
放
置
等
に
よ
る
虐
待

と
性
的
虐
待
が
８
人
（
１
・
２
％
）。

障
が
い
種
別
で
は
知
的
障
が
い
者
が

２
４
５
人（
36
・
７
％
）で
最
も
多
く
、

精
神
障
が
い
者
が
２
２
４
人
（
33
・

５
％
）、
身
体
障
が
い
者
が
１
５
５

人
（
23
・
２
％
）、
発
達
障
が
い
者

が
36
人
（
５
・
４
％
）
だ
っ
た
。

訪
問
介
護
の
倒
産
、

過
去
最
多
ペ
ー
ス

15日
　

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
が
、
訪
問
介

護
事
業
者
の
倒
産
急
増
を
公
表
。
今

年
１
月
か
ら
８
月
の
倒
産
は
44
件
。

前
年
同
期
（
30
件
）
の
お
よ
そ
１
・

５
倍
に
。
こ
の
時
期
と
し
て
は
最
も

多
い
。
負
債
総
額
も
16
億
８
９
０
０

万
円
で
、
前
年
同
期
比
50
％
増
。
負

債
額
別
で
は
、
１
千
万
～
５
千
万
円

が
34
件
、
５
千
万
～
１
億
円
が
６
件

で
合
わ
せ
て
小
・
零
細
規
模
の
倒
産

が
９
割
を
占
め
た

・
１
０
０
歳
以
上
高
齢
者
９
万
２
千

人　
53
年
連
続
で
過
去
最
多
更
新

　

厚
労
省
は
、
全
国
の
１
０
０
歳
以

上
の
高
齢
者
は
今
月
１
日
現
在
、
９

万
２
１
３
９
人
で
53
年
連
続
過
去
最

多
を
更
新
し
た
と
発
表
。
前
年
か
ら

１
６
１
３
人
増
え
た
。
こ
の
う
ち
女

性
は
８
万
１
５
８
９
人
で
、
全
体
の

88
・
５
％
を
占
め
る
。
１
０
０
歳
以

上
の
高
齢
者
は
12
年
に
５
万
人
を

超
え
て
以
降
、
お
よ
そ
10
年
で
２
倍

近
く
に
増
え
た
。
国
内
の
最
高
齢
は
、

大
阪
府
に
住
む
女
性
の
巽
フ
サ
さ
ん

で
１
１
６
歳
、
男
性
で
は
千
葉
県
に

住
む
薗
部
儀
三
郎
さ
ん
の
１
１
１
歳
。

10
人
に
１
人
が
80
歳
以
上

に　
高
齢
者
29
・
１
％
、
世

界
ト
ッ
プ　
総
務
省
推
計

17日
　

総
務
省
が
公
表
し
た
人
口
推
計
に

よ
る
と
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、

１
９
５
０
年
以
降
初
め
て
前
年
よ
り

１
万
人
減
少
し
て
、３
６
２
３
万
人
。

総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、
前
年
比

０
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
の
29
・
１
％
で

過
去
最
高
を
更
新
し
、
世
界
ト
ッ

プ
。
男
女
別
で
は
、
男
性
が
１
５
７

２
万
人
（
前
年
比
１
万
人
減
）
に
対

し
、
女
性
が
２
０
５
１
万
人
（
前
年

同
数
）
で
４
７
９
万
人
。
高
齢
者
の

う
ち
75
歳
以
上
高
齢
者
は
、
前
年
比

72
万
人
増
の
２
０
０
５
万
人
で
、
初

め
て
２
０
０
０
万
人
を
超
え
た
。
80

歳
以
上
は
同
27
万
人
増
の
１
２
５
９

万
人
で
、
割
合
が
10
・
１
％
と
初
め

て
10
％
を
超
え
た
。
総
人
口
に
占
め

る
高
齢
者
の
割
合
29
・
１
％
を
各
国

と
比
較
す
る
と
、
２
位
の
イ
タ
リ
ア

24
・
５
％
、
３
位
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

23
・
６
％
に
比
べ
突
出
。
高
齢
者
の

就
業
率
は
25
・
２
％
と
な
り
、
前
年

に
比
べ
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
。
男

女
別
に
み
る
と
、
男
性
が
５
３
８
万

人
（
前
年
比
２
万
人
増
）、
女
性
が

３
７
５
万
人
（
同
２
万
人
増
）。
産

業
別
の
高
齢
就
業
者
を
み
る
と
、「
医

療
、
福
祉
」
が
１
０
４
万
人
で
３
番

目
に
多
か
っ
た
が
、
最
も
増
加
幅
が

大
き
く
、
10
年
前
と
比
べ
、
65
万
人

増
加
し
約
２
・
７
倍
に
。

介
護
福
祉
士
養
成
校
、
入
学

者
が
更
に
減
少　
新
卒
者
ら

は
10
年
で
半
数
以
下
に

28日
　

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
協
会
は
、

今
年
度
の
入
学
者
数
は
６
１
９
７

人
、前
年
度
よ
り
６
０
５
人
減
少
し
、

確
認
で
き
た
06
年
度
以
降
で
最
も
少

な
か
っ
た
と
公
表
。
今
年
度
の
入
学

者
の
う
ち
、
日
本
人
の
新
卒
者
ら
は

３
９
３
０
人
。
減
少
傾
向
が
続
き
、

10
年
前
（
14
年
：
８
４
６
４
人
）
の

半
数
以
下
ま
で
落
ち
込
む
。
今
年
度

の
入
学
定
員
合
計
は
１
万
２
０
８
９

人
。
前
年
度
比
３
７
８
人
減
り
、
こ

ち
ら
も
06
年
度
以
降
で
最
少
。
今
年

度
の
入
学
者
の
う
ち
外
国
人
留
学
生

は
１
８
０
２
人
。
全
体
に
占
め
る
割

合
は
29
％
。
出
身
国
は
多
い
順
に
ベ

ト
ナ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。

コ
ロ
ナ
患
者
、
減
少
続
く

29日
　

厚
労
省
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
に
つ
い
て
、
全
国
５
０

０
０
カ
所
の
定
点
医
療
機
関
か
ら
報

告
さ
れ
た
感
染
者
数
は
24
日
ま
で
の

１
週
間
で
、
１
医
療
機
関
当
た
り

11
・
01
人
だ
っ
た
と
発
表
。
感
染
者

は
こ
の
４
週
で
19
・
07
人
、20
・
50
人
、

20
・
19
人
、
17
・
54
人
と
推
移
し
て

お
り
、
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
者
の

定
点
当
た
り
報
告
数
は
、
同
じ
24
日

ま
で
の
１
週
間
で
７
・
09
人
だ
っ
た
。

イ
ノ
ア
ッ
ク
リ
ビ
ン
グ

サ
ポ
テ
ィ
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
使
っ
た

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
実
演
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